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　訳者は，この手紙が掲載されている著作“Briefwechsel der Brüder Jacob und Wilhelm Grimm mit 
Karl Lachmann Ⅱ 1927 Jena”［訳注 2］を十数年前Ruhr大学Bochumの言語学部図書館で手にするこ
とができました。この書は，ヤーコプおよびヴィルヘルムからなるグリム兄弟の，言語学者カール・ラッ
ハマン［訳注 3］との書簡のやり取りを収録しています。
　以下において訳出するこの手紙［195. Von Jacob Grimm.］は，同書S. 684.の下段より，同書S. 691.の
上段まで 8 頁にわたって印刷されています。




（1838 年 8 月 24 日−8 月 31 日）
― G. W. F. ヘーゲルの「歴史哲学」の最終講義（1830 年冬学期）の 





















　ボッフムにあるノルトライン−ヴェストファーレン州州立言語学研究所図書館Frau Dr. Diana Kott，











［1］ Georg Wilhelm Friedrich Hegel, Philoʃophie der Geʃchichte. Mitschriften der letzten Vorlesungen von Jan 
Ackersdijck, 1830/31（Wintersemester）, Originaltext A und B, Herausgegeben von Yoshihiro Niji, Mai 2021 
Westdeutscher Universitätsverlag Bochum. 
［2］ Briefwechsel der Brüder Jacob und Wilhelm Grimm mit Karl Lachmann, im Auftrage und mit Unterstützung 
der Preussischen Akademie der Wissenschaften, Herausgegeben von Albert Leitzmann, mit einer Einleitung 




















































［1］  Salomon Hirzel（1804-1877）：出版社ヴァイトマン書店の共同所有者の一人。もう一人の共同所有者は，カール・ラ
イマー。大ドイツ語辞典はライプティヒのこのヒルツェル出版社より第一巻が1853年に刊行された。
［2］  Haupt, Moriz（1808-1874）：モーリッツ・ハウプトは，J. グリムが追放されたとき，29歳のライプティヒ大学の講師
であったが，免職になったグリム兄弟を救うべく，彼ら兄弟を『大ドイツ語辞典』の編集者にすえた。のちにK. ラッ
ハマン教授の跡を受け，ベルリン大学ドイツ文学教授。
［3］  Schwarz, Eduard（1803-1870）：神学教授，教会顧問，教区監督［プロテスタント］。
［4］  Frommann, Friedrich Johannes（1797-1886）：出版者，書籍商，政治家。






［6］  Raumer, Karl Georg von（1783-1865）：地質学者，地理学者，教育学者。









































［1］  Wilhelm Grimm：ヴィルヘルム・グリム（1786-1859）グリム一家の三男。「グリム兄弟の弟」。



































































［2］  König von Hannover: Ernst Augst（1771–1851）：在位（1837–51），前王Wilhelm四世の弟にして，大英帝国のヴィ
クトリア女王の伯父。王位に就くや，直ちに，現行憲法の破棄を画策し，国民に対して強権政治を発動しました。
［3］  Gerhard, Friedrich Wilhelm Eduard（1795–1867）：考古学者。


































































［2］  Graff, Eberhard Gottlieb（1780–1841）: Althochdeutscher Sprachschatz oder Wörterbuch der althochdeutschen 
Sprache, 1  Band, Berlin 1834.
［3］  Löbe, August Julius（1805–1900）：『ウルフィラ聖書』の校訂本を出版。［5］Gabelenz参照。　 
［4］  Ulfila（311–383）：ゴート人司教。ギリシャ語より，ゲルマン語の一つの源流とされるゴート語に聖書を翻訳しました。
［5］  Gabelenz, Hans Conon von（1807–1874）：ゴート語を研究し，『ウルフィラ聖書』の校訂本をAugust Julius Löbeと
共著で出版しました。









































































































（1）  J. Grimm und W. Grimm, Deutsches Wörterbuch Band 1 1854. S. LXXⅢ.　
 ヤーコプ・グリム，ヴィルヘルム・グリム『ドイツ語辞典』第 1 巻，1854年，LXXⅢ頁，参照。　　
（2）  デ・ヴェテ（Wilhelm Martin Leberecht de Wette）は，ルターの手紙を編集しました。　　
 Dr. Martin Luthers Briefe, Sendschreiben und Bedenken vollständig aus den verschiedenen Ausgaben seiner 
Werke und Briefe, aus andern Büchern und noch unbenutzten Handschriften gesammelt, kritisch und historisch 
bearbeitet von Wilhelm Martin Leberecht de Wette，Berlin: Reimer, 1825–1856.
（3）  ヴィテンベルク版とイエーナ版は，二つのルターの作品の編集を指しています。そのタイトルは，編集巻によって
違っています。
 Wittenberger Lutherausgabe, Wittenberg 1539-61.
 Jenaer Lutherausgabe，Jena 1556–1558.
（4）  原文S. 689. 13行目 … sein. in wie … の“in”が横線により削除されている。
（5）  J. und W. Grimm Deutsches Wörterbuch. Band 5, Leipzig: Hirzel 1873, 2813.
 ヤーコプ・グリム，ヴィルヘルム・グリム『ドイツ語辞典』第 5 巻，1873年，2813列，参照。
 
訳　注








［2］  Lessing, Gotthold Ephraim（1729–1781）：ドイツの啓蒙期の戯曲作家。世界市民の意識を土台に，権威への批判，合
理主義，人類の進歩をすすめる。『ラオコーン』（1766），『賢者ナターン』（1779）。










［5］  Wieland, Christoph Martin（1733–1813）：自伝的作品Agathon（1766-67），韻律文ロマンスOberon（1780）の作者。
［6］  Schiller, Johann Christoph Friedrich von（1759–1805）：自由への渇望を強くし，『群盗』（1781），『たくみと恋』（1784）。
『30年戦争史』（1791）では歴史を理念的にとらえ，自由の発展を強調する。『ドン・カルロス』（1787），『オルレアンの
少女』（1801）。『ヴィルヘルム・テル』によって古典主義を完成。文芸理論は，『素朴文学と感傷文学について』（1796）。
［7］  Jean Paul（1763–1825）本名Johann Paul Friedrich Richter: ヴァイマルにて，ヘルダーと交流。『巨人』（1802）の作者。
［8］  Voß, Johann Heinrich（1751–1826）：ホメーロスの作品など，ギリシア・ローマ時代の古典をドイツ語に翻訳。詩人。
［9］  Klopstock, Friedrich Gottlieb（1724–1813）：ドイツ語の詩言語Poesiespracheの刷新者。押韻叙事詩Messias『救世
主』に，同時代人は感動する。Über Sprache und Dichtkunst, drei Bände 1779–80.　




［12］ Uhland, Ludwig（1787-1862）: Alte hoch - und niederdeutsche Volkslieder （1844–45, 2  Bde.）ドイツの詩人で，言
語学者。
［13］ Rückert, Friedrich（1788–1866）: Morgenländische Sagen und Geschichten （Oriental Myths and Poems）（1837）, 
Brahmanische Erzählungen （Brahmin Stories）（1839）. エアランゲンおよびベルリン大学オリエント学教授。
［14］ Platen, August Graf von（1796-1835）: A. von Platen, Gesammelte Werke （i.e. Collected works）（1839）. ドイツの
詩人で劇作家。
［15］ Lohenstein, Daniel Casper von Arminius（1635-1683）: “Großmütiger Feldherr Arminius”, comprising around 
3000 pages, 1689–90. シレジアの男爵で，ブレスラウの法律顧問で外交官。小説家。
［16］ Ettner, Johann Christoph（1654–1724）: Des getreuen Eckharts entlauffener Chymicus. Augsburg 1696. 医者で著
述家。
［17］ de Wette, Wilhelm Martin Leberecht（1780–1849）：ドイツの神学者で，聖書学者。ルター書簡集 全 6 巻 出版
1825-1856 Berlin. 
［18］ Fischart, Johann （1540–1591）: Floeh Haz Weiber Traz 1573. Neue künstliche Figuren biblischer Historien （1576）. 
風刺作者にして評論家。




［21］ Klee, Julius Ludwig（1807–67）：言語学者にして教師。J. グリムは，ドイツ語辞典の序言（Bd. 1.1854. Sp. LXVII）に
おいて，彼を最も熱心で，最も慧眼な協力者として褒めている。
［22］ Leyser, Hermann（Julius Titus）（1811-1843）：文献家，ライプティヒの図書館助手。  　
［23］ Gödeke, Karl（1814–1887）: J. グリムの弟子，文芸史家，ゲッティンゲン大学教授。
	 Deutschlands	Dichter	von	1813	bis	1843（1844）.
 Grundriß zur Geschichte der deutschen Literatur 1910.
［24］ Opitz von Boberfel［d］t（1597–1639）：シュレージエン詩人学派の創設者にして，ドイツ詩人，そしてバロックおよ
び後期ヒュウマニスムスの理論家。
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［28］ Logau, Georg von（1495–1553）：シュレージエンの貴族の出自，人文主義者，書物の愛好者にして新ラテン語詩人。 
	 In	laudem	Catharinae	Aquiliae	et	Ge.	Loxani	coniugis	carmen;	1534.
 Epigrammata, Krakau 1540.　




































（1）  かようにGraffグラーフは，（Ahd. Sprachschatz 1, XXXⅥ参照。）Boethiusボエティウスの作品のNotkerノトカー
による翻訳を引用します。その翻訳本は，Piperピーパー社による印刷頁363頁を占めています。［訳注 1］参照。
訳　注
［1］  （vgl. Ahd. Sprachschatz 1, XXXⅥ）とは，Eberhard Gottlieb Graffの著述したAlthochdeutscher Sprachschatz 
oder Wörterbuch der althochdeutschen Sprache 6  Bände（1835-43）という辞書の第一巻XXXⅥ頁，参照。
 「呪われた」とグリムが言うように，ここでは「Bo. 5」という表示によって，「363頁にものぼる」翻訳本の，引用箇所
を特定しがたい，ずさんな引用の仕方を厳しく指摘しています。
［2］  Adelung, Johann Christoph（1732-1806） :
 Grammatisch-kritisches Wörterbuch der hochdeutschen Mundart. 5  Bände. 1. Auf. Leipzig 1774-1786.
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Walth. 1352列［artu］をastu.に［訳注 2］，Rudl. 3, 53列［victi vexilloque］を，victi sub vexilloque.に［訳











（1） Vgl. Grimm, Jacob; Schmeller, Johann Andreas（Herausgeber）: Lateinische Gedichte des X. und XI. Jh., 
Göttingen 1838. S. 676. Anm. 3.
  J. グリムとJ. A. シュメラー『十世紀および十一世紀のラテン語の詩』676頁，注 3，参照。
（2） Jacob Grimm, Kleinere Schriften Band 5. Berlin, Ferdinand Dümmler, 1871. S. 286.
 J. グリム『小品集』第 5 巻，286頁。
（3） 同上書，287頁，参照。
（4） Ecbasis. 第887列。　
 Ecbasis Cujusdam Captivi Per Tropologiam. in: Lateinische Gedichte des X. und XI. Jh. Hrsg. von J. Grimm und 
A. Schmeller Neudruck der Ausgabe 1838, 1967 Amsterdam. 887.　　　
 「中世ラテン語動物叙事詩『囚人の脱出』」丑田 弘忍 訳『中京大学教養論叢』第36巻第 4 号，1996年，参照。
訳　注
［1］  “göttingische anzeigen”は，Göttingische Gelehrte Anzeigen『ゲッティンゲン学術報知』という雑誌です。J. グリム











 丑田 弘忍 「中世のラテン語叙事詩“Waltharius”の翻訳並びに研究」（1），（Ⅱ），（Ⅲ）『中京大学教養論叢』第13巻第
2 号，1972年，同第13巻第 3 号，1972年，同14巻第 1 号，1973年，参照。




 lpsement atque mei tibi debemus famularis, Ut bello victi sub vexilloque subacid　
 グリムは，自分の本にはvicti vexilloqueと書いて，subを忘れています。それの訂正のことをここでは記していま
す。
 丑田 弘忍 訳「ルオドリエプ」（断篇Ⅰ–Ⅲ），同（断篇Ⅳ–Ⅵ），同（断篇Ⅶ–ⅩⅧ），『中京大学教養論叢』第19巻第 1 号，
1978年，同第20巻第 1 号，1979年，同第22巻第 1 号，1981年，参照。
［4］ Ecb. 835 Constitit.：
 グリムは，Ecbasis（原注 4 参照）の第835列においてConsistit［彼が止める］と書きましたが，正しくはConstitit［彼
が止めていた］です。
 丑田 弘忍 訳「中世ラテン語動物叙事詩『囚人の脱出』」『中京大学教養論叢』第36巻第 4 号，1996年，参照。
［5］ グリムは，ラテン語の歌の本Ecbasisの解説において，p. 289のvosaginae partes.ヴォザギナェ地方の（二格）を，
vosaginisと間違えて書いています。その間違いについて，ここでは言及しています。





J. グリム「彼の免職について」稲福 日出夫 訳『沖縄法政研究』第 8 号，2005年。
J. J. ルソー『言語起源論』増田 真 訳，岩波文庫，2018年。
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